テーマ別分科会：第Ⅴ－①分科会

記録者名前：赤嶋　　崇（和歌山県本部）・村上　雅宣（熊本県本部）

参加者人数：17日午後　124人／18日午前　124人

	プログラム
	17日(金)13：04～13：07

　開　会
　　座長：岩崎　研司

	記　　　録
	

	プログラム
	13：07～13：54

　基調提起「循環型社会の構築にむけて～３Ｒと豊かな地域づくり～」

　　　　　　　　　　　楠部　孝誠（石川県立大学助教授）

	記　　　録
	　現在、多くの人々の意識として、循環型社会というのはリサイクルを推進する社会と捉えられているが、それは間違いである。リサイクルを目的に、かえって大量廃棄につながっているのではないか。そうではなく、根本的に発生抑制や再使用を推進し、資源の消費量自体を削減することが大事である。リサイクルを何のために行うのかを考えたうえで、消費者や生産者など個々で行っているリサイクル対策を目的とするのでなく、社会を変える手段としての方法を考えるべきである。環境負荷の低減のための仕組みを可視化するために、関心⇒理解⇒行動のサイクルで、問題や行動を分かりやすくすること、そして継続していくことが大事である。

	プログラム
	13：54～14：15

　特別報告「自然環境保全と循環型社会」

　　　　　　　　　　　熊本　一規（明治学院大学教授）

	記　　　録
	　温暖化対策として最大の決め手は、生物・自然の力を生かすことではないかと考える。例えば、森林はＣＯ２の吸収源であるかどうかとの議論があるが、森林面積を増やすことがＣＯ２対策になるし、陸上の森林に限らず海草（藻場）もＣＯ２対策につながると考える。現在行われている、埋め立てやダムの建設、農薬の使用などによる、自然の浄化機能が損なわれるような社会から転換させなければならない。言い換えれば、持続的な社会の構築には、太陽エネルギーなどの利用による生態系の物質循環の仕組みが必要と考える。モノカルチャーから脱却し、生物を多様化し、より豊かにすることが温暖化対策につながる。

	プログラム
	14：25～15：40

「レポート発表」

　　①　「弘前市のごみ問題について」
　　　　　　青森県本部／青森県職員労働組合・弘前市議会議員　加藤とし子
　　②　「町民と協働でレジ袋を大幅削減し地球温暖化防止と新たな付加価値」

　　　　　　北海道本部／浜中町役場職員組合・副執行委員長　吉家　裕明
　　③　「『まちの里山』東大農場が残った ― 市民による東大農場存続運動の成果と求められる公務員像 ― 」
　　　　　　東京都本部／自治労西東京市職員労働組合　後藤　紀行・

　　　　　　　　　　　　東大農場のみどりを残す市民の会　大森　拓郎
　　④　「山武市バイオマス構想の取り組み」

　　　　　　千葉県本部／山武市職員組合

	記　　　録
	①　約10年前から弘前市では、12分別収集をスタートしたが、処理コストの増加などから見直しを行い、９分別収集に変更した。ごみ回収の有料化は不法投棄の増加につながるので実施しないが、ごみ減量を進めていくために、マイバッグ持参によるレジ袋削減、過剰包装の辞退、地域での再生資源回収運動などの取り組みを行っている。町内会やＰＴＡ等には、回収量に応じた報償金も支給している。

	
	②　浜中町のすばらしい景観に、「エコの町・クリーンな町」としての付加価値を付けるために、町内すべての店舗での有料化によるレジ袋の大幅な削減に取り組んだ結果、店舗におけるレジ袋辞退率が８割を超えたことは特筆されることである。環境問題に取り組むことにより農作物・海産物の付加価値が高まり、例えばハーゲンダッツアイスクリームの原料乳は浜中町のものが使用されるなどの結果につながっている。「理想は高く」「敷居は低く」「視野は広く」取り組んでいくことが大事である。

③　国が決めたことを市民が覆した意味は非常に大きいと考える。「時の利による志の勝利」であり、会の目的が達成した後に潔く解散したが、メンバーは常に気持ちが共有できているので、違う課題にもすぐに対応できる。そこに、市職員労組として関わってきたことは大きな財産である。

　　市民としては、意思表示をしたこと及び、成功体験が潜在的な西東京の市民力を発掘したのではないかと思う。

④　サンブスギの溝腐病被害木対策として、木質バイオマス炭化事業の取り組みや木質プラスチック事業との連携も図っている。具体的には豚舎への敷料としての炭投入、飼料としての炭混入、そしてエコデコイの「こがもちゃん」などの玩具作成がある。その他にも、サンブスギの溝腐病被害材を利用した新しい家具づくりの試みや、バイオマススクールなどにも取り組んでいる。

	プログラム
	15：40～15：50

　休　憩

	記　　　録
	

	プログラム
	15：50～16：50

　フロアー討議

	記　　　録
	【大分県本部日出町職・松本】

　大分県本部から４本の報告をまとめて行った。ペットボトルをリサイクルして新たなペットボトル１本を作るためには10本必要である。また、全体の１％しかリサイクルされておらず、ほとんどが中国やロシアに輸出されている。ごみを過剰に分別した結果、可燃ごみである紙類やペットボトルなどのプラスチック類が減少し、焼却炉の温度が上昇しなくなったため、わざわざ重油を燃やしている。これらを総合して考えると、ペットボトルはそのまま燃やした方が良いのではないかという報告であった。

【西東京市・宮崎】

　生産者責任についてはどう考えたらいいのか？

【大阪府・田中】

　ＣＯ２を削減することだけを指標にしてよいのか？

【助言者】

　拡大生産者責任で、リサイクルをより行いやすい仕組みに変えていくことを追求することが必要である。ＣＯ２を減らす必要はあるので、一つの指標としては使ってもよいと考える。ドイツの「ライフサイクルアセスメント」では、プラスチックを燃やすことも考慮してもいいのではないかと考えられている。当然、その際の汚染対策は必要である。

	プログラム
	16：50～17：00

　まとめ

	記　　　録
	【助言者】

	
	　視野を広げて、時間・社会・組織・人の利害などの全体をみることが大事である。人の関わり方を考え、事例に学び、行政のありようを変えていくことを皆さんに期待する。行政の立場と組合の立場が分化するところがあると思うが、行政職員として行政に反映するための度量・回路を持って取り組んで欲しい。

	プログラム
	18日(土) 9 ：00～12：00

　札幌市内フィールドワーク

	記　　　録
	　人口185万人の大都市である札幌市内を流れる豊平川の支流の精進川を多自然型の川として整備している。市街地にありながら、鳥や魚が身近で見ることのできる憩いの場であり、また地域住民が参加する連絡会議において川の保全についての協議を行っている。

　さけ科学館では、1970年代から下水道の普及に伴い、豊平川の水質が良くなり、そのことを契機にサケの稚魚の放流を市民や子どもたちと行い、サケの自然繁殖につなげている取り組みを館長から説明いただいた。

　大都市の真ん中を流れる川に、サケが遡上し自然繁殖を行っているのは、本当にすばらしいものであると思う。


良かった点、反省点など

	

	　当初予想された人数より、分科会参加者が多く、会場とのバランスも取れて、運営面では成功ではなかったかと思う。参加者も、まじめに参加されており、目的意識を持った人が出席されていると感じた。内容的には、特にマニアックになることもなく、レポート報告では各地域で実践されていることが話され参考になったのではないかと思う。

　環境問題は世界的にも一番注目されている分野ではあるが、ごみ問題やリサイクル問題など、行政や個人といった身近なところから取り組んでいく事が大事ではないかと思う。今回の分科会ではそういった点において、参加者にも非常にわかりやすかったと思う。

　反省点としては、やはり時間的な問題で、フロアーと助言者の意見のやりとりが少なかったのではないかと感じた。

	


全体の印象、感想

	

	　テーマ別分科会の運営的には、２日目午後の基調提起、特別報告、レポート報告と３日目午前のフィールドワークでバランスよく設定できており、参加者の人数もある程度確保され良かったのではないかと思う。内容的にも、「自然環境保全と循環型社会」というテーマに沿ったレポート報告やコメントがあり、まとまった集会だったと感じている。

　全体を通してみても、洞爺湖サミットから時間が経ってしまい参加者が減少するのではないかと心配したが、予想よりも参加者が多く、環境問題への関心の高さを窺い知ることができた。
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